
大規模言語モデルを用いた
評価グリッド法の自動化

長田典子

関西学院大学工学部教授
感性価値創造インスティテュート所長



1

高付加価値化
個人最適化

社会ロス低減 Well-
Being

わくわく
快適

高級感
特別感

豊かで持続可能な社会の実現

新たな感性価値「+αの価値」創出

感性価値創造
拡張
再現

シミュレーション
定量化

感性の計測
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良くない良い
なぜ左の車が良いのですか？

優越感がある
高いブランドイメージ

高級感がある

乗り心地がいい
走る喜び

何がどうだと高級感がありますか？

なぜ高級感があると良いのですか？

結果 原因
ラダーアップ

ラダーダウン

本革シート

高性能タイヤ

「評価グリッド法インタビュー」(讃井, 2003)

因果関係を繰り返し質問⇒個人の感性を可視化
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可視化における問題
• 時間と手間がかかる
• 視認性が悪い
• 回答の表現揺れ
• 回答の重要度が不明

EGinterview
（イージーインタビュー：EGi）対話の自動化 可視化の自動化

対話における問題
• 時間と手間がかかる
• 多人数に実施困難
• 気遣いや雑談が入る
• 時と場所が限られる

「評価グリッド法インタビュー」を自動化

時間と手間の問題を解決
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(宮嶋他, 2023; 張他, 2023)

②カテゴリ化システム
EGi-Categorizer

③可視化システム
EGi-Visualizer

①対話システム
EGi-Chat

EGinterview: ①対話システム

マルチエージェントAI（ChatGPT）でインタビューを自動化
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②カテゴリ化システム
EGi-Categorizer

①対話システム
EGi-Chat

③可視化システム
EGi-Visualizer

◎◎

△△感

高性能タイヤ
◎◎ 高性能タイヤ

◎◎

△△感

高性能タイヤ

Katz Centrality マクロミクロ (低) (高)

EGinterview: ③可視化システム

グラフ理論に基づく閾値（Onoue et al., 2016）によるインタビュー集約
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②カテゴリ化システム
EGi-Categorizer

①対話システム
EGi-Chat

③可視化システム
EGi-Visualizer

大規模調査が実現！

感性価値分析／マーケティング／デザイン支援
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都市部の魅力
(三宮：兵庫県神戸市)

都市部と郊外部の感性価値 （Sugimoto et. al., 2023）

手作業と同等の結果

システムによる評価構造図 手作業による評価構造図

行く

楽しめるもの
店舗が

集まっている再訪意欲
の上昇

事例紹介
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スマホ用保護フィルムの感性評価モデルの構築
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スマホ用フィルムに対する各条件の評価構造図
（a）画面オン （b）画面オフ

住友化学(株)との共同研究
保護フィルム

（スマートフォンに貼付）
（No.1はフィルム無し）

事例紹介

新たな製品デザインへ

つるつるしている
つるつるしている

マットな

マットな
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サステナビリティ感と高級感の比較
サステナビリティ感

の高さ

コストが
節減でき

る

需要が
ある

安心
できる

必要性が
ある

オンライ
ンででき

る

省エネに
なる

環境に
配慮する

資源が
節約可

自然を
保護する

ごみの
削減

環境に
やさしい

リサイ
クル
できる

資源を無駄な
く利用する

廃棄物が
減る

再利用
できる 再生可能エネ

ルギーの採用

温室効果ガス
の削減

技術の発展が
ある環境保全

ブラン
ド品で
ある

高級感
の高さ

値段
が高
い

レアメ
タルの
採掘

きれ
いだ伝統が

ある

希少性が
ある

時間
が
かか
る

富裕層向
けサービ

ス
優秀な人材
を集める

質が良いものを
使用

している

利用者
が多い

質が良い

生産量・産
出量が限ら

れる

希少価
値があ
る

付加価値
がある

差別化さ
れている

特別
感が
ある

満足感がある

需要
が
ある

値段・料
金が
高い

コスト
がかか
るお金

が
かか
る

高級な素材を使用
している

従事者が限
定

されている

知識・経
験・能力
が必要

ヘンケルジャパン(株)との共同研究

新たな価値創出へ

事例紹介
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塗装板評価の暗黙知の形式知化と継承
■熟練者の評価構造図から評価要素を抽出

■個々人の6要素×2視点の検出力を量的把握

10

■抽象度・難度の高い市場性の基準を可視化

日本ペイント(株)との共同研究

事例紹介

熟練者の評価基準を可視化
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まとめ
評価グリッド法はマーケティング分野に加え、
製造・サービス、医療、人材育成、街づくり等

人が介在する全ての場面で適用可能なインタビュー手法です。

本システムは、生成AIによる低コストの自動インタビューを実現し、
高効率の価値創造支援を可能とします。

導入相談、起業に向けた面談・出資を希望します。

何なりとお声がけ下さい！
nagataoffice@kwansei.ac.jp
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